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カ
ツ
オ
年
間
水
揚
げ
額
日
本
一
！

「
佐
賀
明
神
丸
」に
優
秀
船
表
彰

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

　
黒
潮
町
で
は
、
町
の
水
産
業
振
興
に

著
し
く
貢
献
し
た
と
し
て
、
１
月

２３
日
、

第
１
２
３
佐
賀
明
神
丸
と
第

２８
福
吉
丸

へ
優
秀
船
表
彰
を
授
与
し
ま
し
た
。

▼
第
１
２
３
佐
賀
明
神
丸（
佐
賀
）

　
平
成

２４
年
の
「
近

海
カ
ツ
オ
一
本
釣

り
中
型
船
の
部
」

で
、
水
揚
げ
額
５

億
７
５
０
０
万
円

を
記
録
し
、
平
成

１２
年
の
操
業
開
始

以
降
８
度
目
の
「
年

間
水
揚
げ
額
日
本
一
」の
栄
誉
を
達
成
。

同
船
が
所
属
す
る
明
神
水
産
㈱
の
取
締

役
社
長
・
明
神
正
一
さ
ん（
写
真
中
央
）

に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

▼
第
２８
福
吉
丸（
上
川
口
）

　
同
「
小
型
船
の

部
」
で
水
揚
げ
額

３
億
１
６
０
０
万

円
を
記
録
。船
主
・

坂
本
年
史
さ
ん（
写

真
右
）
に
表
彰
状

と
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

（
水
産
振
興
係
）

　
今
年
も
カ
ツ
オ
漁
の
シ
ー
ズ
ン
が
始

ま
り
ま
し
た
。
２
月
１
日
、
カ
ツ
オ
一

本
釣
り
船
団
の
先
陣
を
切
っ
て
、
明
神

水
産
㈱
の
「
第

１１
佐
賀
明
神
丸
」
が
佐

賀
漁
港
を
出
港
し
ま
し
た
。
同
船
は
、

燃
料
と
な
る
Ａ
重
油
の
高
騰
が
続
い
て

い
る
た
め
「
第
１
２
３
佐
賀
明
神
丸
」

の
後
継
と
し
て
建
造
し
た

１９
ｔ
小
型
船
。

　
船
は
、
港
内
の
い
け
す
で
活
餌
（
活

き
イ
ワ
シ
）
を
積
み
込
み
、鹿
島
神
社

に
安
全
と

大
漁
を
祈

願
し
て
漁

場
へ
向
か

い
ま
し
た
。

（
水
産
振
興
係
）

 　
黒
潮
町
で
作
ら
れ
た
黒
砂
糖
を
使
っ

た
商
品
を
一
堂
に
集
め
た
「
黒
糖
祭
り
」

が
、
２
月
３
日
、
早
咲
の
新
製
糖
工
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
黒
潮
町
特
産
品
開

発
推
進
協
議
会
の
主
催
。

　
当
日
は
穏
や
か
に
晴
れ
、
会
場
に
は

黒
砂
糖
や
天
日
塩
な
ど
、
黒
潮
町
産
の

基
本
調
味
料
「
さ
し
す
せ
そ
」
を
使
っ

た
料
理
や
デ
ザ
ー
ト
の
お
店
が
並
び
ま

し
た
。
ま
た
、
つ
き
た
て
の
お
餅
や
ポ

ン
菓
子
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
絞
り
汁
な
ど

の
無
料
配
布
も
あ
り
、
家
族
連
れ
な
ど

多
く
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
生
産
が
始
ま
っ
た
黒
潮

町
の
黒
砂
糖
は
、
戦
後
、
精
白
糖
に
押

さ
れ
て
一
時
途
絶
え
ま
し
た
が
、
昭
和

６２
年
に
再
開
。
今
も
昔
な
が
ら
の
製
法

で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
砂
糖
は
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
使
え

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
庭
で
も
積
極
的
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

  　
幡
多
地
域
の
自
然
や
文
化
を
探
求
し

活
動
す
る
人
た
ち
に
よ
る
研
究
発
表
会

「
は
た
の
お
と
２
０
１
３
」
が
、
２
月

２
日
、
大
方
あ
か
つ
き
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。「
は
た
の
お
と
」
は
、
記
録
す

る
「
ノ
ー
ト
」
と
発
信
す
る
「
音
」
の

２
つ
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
。
３
回
目

と
な
る
今
回
は
、
大
学
生
や
青
年
団
員
、

研
究
者
、
農
家
な
ど
９
組

１１
人
が
、
観

光
、
祭
、
有
機
農
業
、
海
や
山
の
動
物

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
研
究
に
つ
い
て

発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
部
門
で
は
、

若
山
楮
や
、
テ
ナ
ガ
エ
ビ
な
ど
の
発
表

が
あ
り
、
参
加
者
は
、
休
憩
時
間
に
は
、

ロ
ビ
ー
で
ポ
ス
タ
ー
展
示
を
見
な
が
ら

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

家族や関係者に見送られ佐賀漁港を出港するカツオ船。

黒潮町では初開催。発表者・スタッフ含めて８５
人が参加しました。ウミシダやコウモリといっ
た専門的な内容も、ここでは楽しく学べます。

大
漁
祈
願
し
て
カ
ツ
オ
船
団
出
港

幡
多
は
面
白
い「
は
た
の
お
と
」

か
つ

じ

メ
ニ
ュ
ー
い
ろ
い
ろ「
黒
糖
祭
り
」


